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株式会社アルク（東京都杉並区永福 代表：平本 照麿、以下アルク）より、新刊『日本語教師のための音

声教育を考える本』のご案内を申し上げます。 

日本語の音声教育は、「何のために」「何を」「どのように」行うとよいだろうか？ 

『日本語教師のための音声教育を考える本』 
 

＜2009 年 5 月 21 日（木）発売＞ 

日本語教師が現場で対面する問題点と実践から考える 

外国人への日本語音声教育 

 

 日本語教師なら一度は悩んだことがある音声教育。「教え方が分からな

い」「通じていればよい」など、現職の方からは幅広い意見が聞かれます。 

 本書は『月刊日本語』（アルク）で2004年4月号から2005年８月号まで連

載していた「音声教育を考える」を基に、大幅に加筆修正しました。ある日

本語教育機関に勤務する３人の日本語教師が、実際に現場で実践した授

業や使った素材、３人で話し合った内容を紹介した上で、さまざまな切り口

から音声教育について考えています。 

 連載当時から一貫して、音声教育の必要性を訴えると共に、その場限り

ではなく計画的に教えるために必要なことを丁寧に吟味しています。音声

教育のコースデザインをゼロから考えることができる一冊です。 

〒168

【本体】2,200 円（税込 2,310 円）  

【ISBN】978-4-7574-1592-8 

【サイズ】A5 判 【頁数】146 ページ 
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